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上記適用製品において、シリアルペリフェラルインタフェース (RSPI)のモードフォルト /オーバラン /パリティ

エラーイベント出力機能に関して、以下の注意事項がありますので連絡いたします。

1. 注意事項

SPCR.SPMSビットが“0” (SPI動作 )、SPCR.MSTRビットが“1” (マスタモード)、かつSPCR.MODFENビット

が“1” (モードフォルトエラー検出を許可 )のとき、ELSRnレジスタに“52h” (RSPI0・エラー (モードフォルト /

オーバラン /パリティエラー)信号 )を設定していると、モードフォルトが発生した場合に、リンクしたモジュー

ルが誤動作する可能性があります。

なお、SPCR.SPMSビットが“1” (クロック同期式動作 )の場合や、SPCR.MSTRビットが“0” (スレーブモード)

の場合、SPCR.MODFENビットが“0” (モードフォルトエラー検出を禁止 )の場合は、誤動作は起こりません。

2. 対策

マルチマスタ環境でRSPIをSPI動作、マスタモードにする場合は、モードフォルト /オーバラン /パリティエ

ラーイベント出力を使用しないでください (SPCR.SPMS ビットが “0”、SPCR.MSTR ビットが “1”、かつ

SPCR.MODFENビットが“1”のときは、ELSRnレジスタに“52h”を設定しないでください )。
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